
鴨川ダム

ダム＆池
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　旧滝野町と旧社町の一部820ha余の農地へ
のかんがい用水源として、1928年（昭和3年）よ
り1933年（昭和8年）にかけて築造されました。
貯水量を確実にするため間接の流域から流水
を延長約2.7kmの引水路により貯留します。戦
後の昭和22年千鳥川を境として昭和池掛と鴨
川ダム掛の水利転換に関する協定が調印さ
れ、昭和池の水は千鳥川以北の農地のみを受
益地とし、新たに上福田開拓地と加東市牧野・
吉馬・曽我・多井田・新町地区にも用水が送ら
れるようになりました。

昭和池2
　ダム内側の西端にある取水塔から、水を取っ
ておりこの塔には、取水口が9つあります。東
条湖の水位に応じてそれぞれの取水口が用
いられています。洪水時には堤体上部に設け
られた鋼製ラジアルゲート3門により放流さ
れます。

第1号幹線水路の
1号水路橋

特長ある水路の建造物
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　第１号幹線水路の延長3.8㎞のうち、2.2㎞が
トンネルです。その下幅は1.9ｍで、高さが1.9
ｍ、上幅の直径は1.1ｍです。トンネルの傾きは
1/1500です。この水路を、毎秒3.19㎥の水が流
れていきます。途中キビ谷池、天神大池に分水
します。トンネルが多いのは、この辺りに渓谷や
河川、幹線道路があるためです。

第1号幹線水路の
トンネル8

　加東市黒谷の交差点からダムへ上がる道の
西側に、水路橋が見えます。その水路の幅は
1.8ｍ、高さは1.7ｍ、長さは62ｍもあります。第
1号幹線水路には同じタイプの水路橋がもう1
つあります。

小野大池6
　江戸時代初期に造られたため池で、小野市
の葉多・久茂・下大部・片山・王子町（旧大池郷
5ヶ村）のかんがい用水源として利用されてき
ました。ため池周辺は、文化・レクリエーション
施設が整備され小野大池と一体となって憩い
の場として活用されています。小野大池には
鴨川ダムの水が、東条川を超え、船木池を経
由して、19.4㎞もの水路を通って送り込まれて
います。

平池5
　江戸時代初期に造られた、周囲1.2㎞の比
較的大きいため池です。加東市古瀬地区のか
んがい用水源として、利用・管理されてきまし
た。1983年（昭和58年）に旧社町（現加東市）
によって、大賀ハスやスイレンなどの水生植
物の景観を基軸とする「平池公園」として整備
されました。平池には、鴨川ダムの水が16.2㎞
の水路を通ってきます。かんがい用水の利用
によって水位が低下した場合は、特別に鴨川
ダムの水が送り込まれ、親水公園利用として
必要な水位を保っています。

船木池3
　鴨川ダムの貯水量を補うために、1958年（昭
和33年）から1963年（昭和38年）にかけて工事
が行われました。もとの安政池は江戸時代に築
造されたものです。この工事では、安政池の堤
高を13.6mから29.0mに嵩上げして、貯水量を
7倍以上に増加させました。非かんがい期や洪
水時に鴨川ダムから水が送り込まれ、その水を
一時的に蓄えて無駄のない有効な水利用が行
われています。鴨川ダムの水は、第1号・第2号
幹線水路の7.8㎞の水路に導かれ、安政池にた
どり着きます。

安政池4
　鴨川ダムの貯水量を補うために、1959年
（昭和34年）に完成した新しいため池です。こ
の工事では、土を運ぶキャリオール・スクレ
バーや土を固めるタイヤローラーなどの近代
的機械施工法が用いられたのをはじめ、先駆
的な施工方法の試みと技術開発がされまし
た。これらの施工方法はアースフィルダム建
設のモデルとして全国に知られています。船
木池には、鴨川ダムの水が11.7㎞の水路を通
じて送られています。

米田分水工9
　この分水は第2号幹線水路の末端部で、
第3号幹線水路と嬉野線に分かれています。
このすぐ向こうに、安政池に配水する分水も
あります。第2号幹線水路の巾は3.1ｍ、深さ
が1.7ｍあり、毎秒3.14㎥もの水が流れてい
ます。

嬉野分水工

曽根サイフォン 船木池分水工
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　米田分水工は東条川用水の水を千鳥川沿いの
農地へ送るための分水施設で、射流分水という方
式が採られています。この方式は、分水地点で水
路底に堰を設けて傾斜による速い流れを作るこ
とで下流水路の流れの影響を断ち、用水量を所
定の分水比により正確に分配できるものです。
　米田分水工より下流は第2号幹線水路となり、
延長4kmのうち2.5kmがトンネルとなっており、
中国自動車道路をくぐり安政池付近までの区間
となります。

その他の施設
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　この分水工は第3号幹線水路と第4号幹線
水路の接続地点にあり船木池に分水します。
直進する水は第4号幹線水路を通り、県営小
野線につながり、途中から市場線に分かれ
その下流で代行小野線へと流れていきます。
県営市場線の水は小野市榊町まで流れてい
ます。

12
　第3号幹線水
路延長3.8㎞のう
ち、東条川用水
最大の曽根サイ
フォンは内径94
㎝延長1087mに
及ぶスチールパイプで、東条川を横断し小野
市曽根町内は地下埋設されています。毎秒1.3
㎥もの水が加東市松沢の山腹から小野市曽根
町の山腹まで管内を一気に流れます。

嬉野線

水路
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　皿干社線は嬉野線から分岐する水路で、社
工業団地まで送水しています。延長が3.8㎞
で、松尾の大池、田中の今池、佐保の佐保新
池にも注水します。この水路ができたため、兵
庫教育大学附属小中学校南にある嬉野の開
墾が進み、畑地や雑木林が、広大な水田に変
わりました。

皿干社線15
　嬉野線は第2号幹線水路末端の安政池分
水から分かれ、嬉野台地の南山山ろくを通り、
山国に達する路線です。延長が4.7㎞もあり、
開渠、トンネル、暗渠と様々な形態を取りなが
ら、水を運びます。毎秒1.49㎥の水が流れ、加
東市の上水道に水を供給しています。

寺井堰（寺井頭首工）22 昭和池廃線水路23
　寺井堰は、浄土寺を建立した重源(1121～
1206年)によって大部荘（現在の小野市葉多
町ほか5町）へのかんがいを目的に築造され
たと言われ、東条川の最下流に位置していま
す。かつては加古川本流に堰を造り、そこで
取水した水をいったん東条川に入れ、再びこ
の堰で取水するという方法が採られていまし
た。現在、用水が不足した時には、安政池に蓄
えられた鴨川ダムの水を東条川に入れること
で、安定的に用水が確保できるようになって
います。

　昭和池廃線水路は、昭和池の水を千鳥川以
南の農地に送る水路として、1933年（昭和8
年）に築造されました。千鳥川が流れる幅690
ｍの谷ではサイフォンが設置され水が送られ
ていました。国営東条川農業水利事業では、
千鳥川以南の農地には新たに築造する鴨川
ダムからの水を送ることとする水利転換が行
われました。この結果、1971年（昭和46年）以
降、この水路は使われなくなり、現在はところ
どころで名残を留めています。

嬉野ポンプ線17

　第5号幹線水路は、船木池から台地の麓を
通って小野市浄谷町まで伸びる水路です。延
長4.2㎞のうち4.0㎞が開水路で当初はアーチ
型コンクリートブロックで施工されていまし
た。途中で船木町のハジコ池や森池に分水し、
小野市の水道にも注水しています。

　大部線は小野市広渡町の中を南に延びる
水路です。第5号幹線水路から分岐したコンク
リートライニング水路で延長は3.3㎞もありま
す。この水路は、船木池に貯められた用水を
敷地町や広渡町の農地を直接かんがいする
ほか、鹿野町平池、敷地町ソロ池などに分水
し、最後は小野大池に至ります。

第５号幹線水路大部線 1918

　安政池東にある嬉野ポンプによって第2号幹
線水路から水をあげて、嬉野の開拓地に配水
しています。ダムが出来る前の嬉野台地は高台
で水の便が悪く、サツマイモやスイカ、たばこ
などを栽培していたといいます。現在は水田が
広がる美しい田園地帯になっています。

久米南山線16
　久米南山線は、第2号幹線水路より久米南
山分水にあるポンプによって、嬉野台地に配
水している開水路です。この水路は、まるで「く
し」のようになっていて、総延長が5.7㎞もあり
ます。

六ヶ井円筒分水13
　六ヶ井円筒分水（外径 14.7m、内径 
4.0m）は、流れてくる用水を公平に配
分する施設です。東条川下流部にあ
った6つの井堰が1965年（昭和40年）
の洪水で被害を受け、統合して新しく
六ヶ井頭首工が造られました。鴨川ダ
ムの水は、いったん安政池に蓄えら
れた後、東条川を経由し、六ヶ井頭首
工にたどり着きます。六ヶ井頭首工で取水した
水を6つの井堰の受益地へ公平に分配するた
めに、円筒分水という方式が採用されました。
東条川右岸の受益地域には、円筒分水で用水
が分けられた後、東条川の下をサイフォンでく
ぐって送られます。

開拓地

　ダムから水が来るようになって、水田400ha
が開墾されました。加東市や小野市には、水の
便が悪く水田にできない台地がありました。ポ
ンプを使って水をそこに配水し、多くの水田を
開き、戦後の食糧難の時代に、米増産に貢献し
ました。

ダムの水

台地の暮らし
　草加野万勝寺地区や嬉野地区など台地は、
もともと水の
便が悪く雨が
少ないので、
昔から台地は
「不毛の地」と
見られていま
した。水が来
るようになっ
て、畑作や酪
農の他に稲
作ができるよ
うになって、
農家の生活
は幾分楽に
なりました。

　1958年（昭和33年）に完成した6600ボル
トを受電する400馬力の巨大ポンプで、毎分
20トンの水を54ｍ高い地点まで送水してい
ます。

　草加野万勝寺線は総延長6㎞を越える水路
で、小野市万勝寺町、大開町一帯に送水していま
す。標高が高いためこの水路には大きなポンプ
3台が設置され、そこから水路を延ばしました。
水が来るようになってから、牧畜や養鶏、畑作を
していた人たちの多くが、稲作を始めました。

草加野万勝寺線
第1号ポンプ（脇本ポンプ）草加野万勝寺線 2120
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